
10 月 28 日、総合保健福祉会館『さわや
かセンター』で『さわやかフェア 2012』が
開催されました。
今年も、町商工会『あみ商工まつり

2012』・県立医療大学『創療祭』との三つの
イベントの同時開催となりました。
開催当日は小雨が降るあいにくの天気で

したが、人気の店には長い列ができるなど、
多くの来場者でにぎわいました。

▼あみ商工まつり2012
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区 分 現在高
財政調整基金 2,663,700
減債基金 373,100
その他の基金 2,281,773
国民健康保険支払準備基金 180,000
公共下水道整備基金 100
農業集落排水事業債減債基金 76,477
介護給付費準備基金 8,476
土地開発基金（現金） 3,600

合　計 5,587,226

区 分 現在高
一般会計 10,261,220
特別会計 9,924,927
公共下水道事業 7,601,450
土地区画整理事業 1,064,815
農業集落排水事業 1,258,662

公営企業会計（水道事業） 833,719
合　計 21,019,866

■基金の現在高

まちのざいせいじじょう

町の財政状況を公表します

企画財政課☎888ー1111（223・224）

平成 24年度上半期

財政事情
町民の皆さんに町政の運営状況についてご理解を深めていただくために、各会計予算の収支状況等（平成

24年 9月 30日現在）をお知らせします。

■一般会計 （単位：千円・％）

■町債等の現在高
●町債 （単位：千円）

（単位：千円）

●一時借入金
なし

■公営企業会計（水道事業） （単位：千円・％）※収益的：事業の管理・運営に関する収入および支出
をいいます
※資本的：施設の建設・改良などに関する収入および
支出をいいます
※資本的収支の支出に対する収入の不足額は、過年
度分損益勘定留保資金等で補てんします
※消費税・地方消費税を含みます

区 分 予算現額 執行済額 執行割合
収益的 収入 983,645 482,587 49.1

支出 983,645 324,816 33.0
区 分 予算現額 執行済額 執行割合

資本的 収入 341,895 12,443 3.6
支出 710,412 489,278 68.9

歳　入 歳　出
区 分 予算現額 収入済額 収入割合 区 分 予算現額 支出済額 支出割合

町 税 7,203,025 4,188,430 58.1 議会費 158,687 81,648 51.5
地方譲与税 206,200 57,918 28.1 総務費 1,645,762 639,137 38.8
地方消費税交付金 446,800 240,242 53.8 民生費 4,286,563 1,182,770 27.6
地方特例交付金 29,177 29,177 100.0 衛生費 1,335,913 440,795 33.0
地方交付税 888,724 616,228 69.3 農林水産業費 265,557 59,790 22.5
分担金及び負担金 203,067 88,669 43.7 商工費 145,556 78,673 54.0
使用料及び手数料 253,364 117,930 46.5 土木費 3,326,382 638,409 19.2
国庫支出金 1,779,297 423,283 23.8 消防費 690,075 296,661 43.0
県支出金 957,986 90,350 9.4 教育費 3,019,862 1,067,442 35.3
繰入金 321,760 0 0.0 災害復旧費 1 0 0.0
繰越金 638,620 1,449,820 227.0 公債費 1,358,188 513,564 37.8
諸収入 560,624 177,716 31.7 諸支出金 3,627 3,000 82.7
町 債 2,571,000 0 0.0 予備費 18,846 0 0.0
その他 195,375 58,021 29.7

合 計 16,255,019 7,537,784 46.4 合 計 16,255,019 5,001,889 30.8

※会計それぞれの性質お
よび事業の内容によりそ
の執行状況が異なります

■特別会計 （単位：千円・％）※予算現額（一般会計およ
び特別会計）：当初予算額
に4月以降の補正予算額・
予備費充用・費目間の流
用・前年度からの繰越明
許にかかる繰越額などを
増減した後の予算額です

会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険 5,111,158 2,394,908 46.9 2,143,965 41.9
公共下水道事業 2,177,635 238,141 10.9 440,358 20.2
土地区画整理事業 216,770 350,177 161.5 125,136 57.7
農業集落排水事業 171,668 17,572 10.2 43,944 25.6
介護保険 2,297,830 852,417 37.1 976,889 42.5
後期高齢者医療 666,122 118,066 17.7 275,550 41.4

合 計 10,641,183 3,971,281 4,005,842
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3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

まもります！　ぜいのこうへい

許さない！町税・国保税滞納。守ります！税の公平

収納課☎888ー1111（147・148）

　財産の差押を
　　　実施しています！

不動産・預金等差押

875 件
（平成23年度実績）

■
納
期
限
内
の
納
税
を

税
金
は
、
本
来
定
め
ら
れ
た
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
税
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
税
金
は
、
福
祉
・
教
育
・

公
共
事
業
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
財
源
で

す
。
納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
処
分
（
差
押
）

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い

こ
と
を
税
の
滞
納
と
言
い
ま
す
。

町
税
・
国
保
税
を
滞
納
し
た
場

合
、
本
税
額
の
ほ
か
に
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
租
税

債
権
を
保
全
す
る
た
め
、
滞
納
処

分
（
差
押
）
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
滞
納
処
分
は
下

記
の
「
滞
納
処
分
の
手
順
」
に
あ

る
と
お
り
に
行
わ
れ
ま
す
。

■
納
税
相
談
を
随
時
受
付
中

催
告
し
て
も
早
期
完
納
の
見
通

し
が
立
た
な
い
と
き
、
滞
納
額
が

累
積
し
て
い
る
と
き
な
ど
も
差
押

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

収
納
課
で
は
納
税
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
と
き

な
ど
に
は
、
電
話
連
絡
の
う
え
収

納
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
処
分
の
手
順

❶
納
税
通
知
書
・
督
促
状
の
送
付

町
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
期

限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
と
き
は

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

❷
文
書
・
電
話
・
訪
問
等
に
よ
る
納

付
催
告

督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
付
が

な
い
場
合
は
、
納
付
催
告
書
や
電

話
・
訪
問
に
よ
り
納
付
を
催
告
し

ま
す
。

❸
財
産
調
査
と
滞
納
処
分（
差
押
）

そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合

は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
保
ち
、

町
の
租
税
債
権
を
保
全
す
る
た
め

に
、
納
税
義
務
者
の
所
有
す
る
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

具
体
的
に
は
所
有
財
産
を
把
握

す
る
た
め
、
金
融
機
関
へ
預
貯
金

残
高
を
照
会
し
た
り
、
勤
務
先
へ

給
与
額
を
照
会
し
た
り
す
る
な
ど

の
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
差

押
財
産
を
決
定
し
ま
す
。
差
押
を

行
っ
た
場
合
、
納
税
義
務
者
本
人

だ
け
で
な
く
、
利
害
関
係
者
（
勤

務
先
・
金
融
機
関
・
抵
当
権
者
等
）

に
「
差
押
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

▼
差
押
対
象
財
産
の
例
：
▼
不
動

産
▼
預
貯
金
▼
給
与
▼
年
金
▼

生
命
保
険
▼
動
産
▼
自
動
車
▼

各
種
債
権
ー
な
ど

■
税
の
滞
納
Q
＆
A

本
人
の
同
意
が
な
い
差
押
は

無
効
で
は
な
い
の
で
す
か
？

地
方
税
法
で
は
、「
督
促

状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

完
納
し
な
い
と
き
は
、
財
産
を
差

し
押
さ
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
同
意
の
な
い
差
押
も
有
効

で
す
。
ま
た
、
税
金
滞
納
に
よ
る

滞
納
処
分
は
裁
判
所
の
令
状
等
は

必
要
な
く
、
町
が
直
接
執
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

差
押
を
解
除
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

差
押
の
対
象
と
な
っ
た
町

税・督
促
手
数
料・延
滞
金・

滞
納
処
分
費
の
す
べ
て
を
完
納
す

れ
ば
解
除
さ
れ
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
滞
納
を
す
る

と
滞
納
処
分
の
対
象
に
な

り
ま
す
か
？

滞
納
金
額
の
多
い
少
な
い

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
少

額
で
あ
っ
て
も
財
産
調
査
を
実
施

し
、
財
産
が
あ
れ
ば
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
納
期
限
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
で
納
付

で
き
ま
す
か
？

納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書

で
も
、
納
付
書
裏
面
に
記

載
の
あ
る
金
融
機
関
（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
不
可
）、
役
場
・

う
ず
ら
出
張
所
窓
口
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納
付
す

る
場
合
に
は
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

延
滞
金
は
ど
の
く
ら
い
の

割
合
で
計
算
し
て
い
る
の

で
す
か
？納

期
限
後
に
納
付
さ
れ
る

場
合
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
延
滞
金
は
基
本
的
に
年

14
・
6
％
の
割
合
で
計
算
し
ま
す
。

QAQAQA

QAQA滞
納
は
放
置
せ
ず
、
事
情
の
あ

る
人
は
必
ず
納
付
の
相
談
を
！

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
や

経
営
不
振
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を

納
期
内
に
収
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
収
納
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。



知っておきたい
エイズのお話

問い合わせ　健康づくり課（総合保健福祉会館内）☎888ー2940

検
査
を
受
け
た
い
と
き
は

H
I
V
の
感
染
経
路
と

予
防
法

知っておきたい
エイズのお話

～大切なのは正しく知ること・防ぐこと～

日
本
国
内
の
H
I
V
新
規
感
染
者
数
は
、
2
0
1
1
年
の
報
告
に
よ

る
と
年
間
で
1
0
5
6
人
と
な
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
身
近
な
病
気
で
す
。
自
分
自
身
や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
守
る
た
め

に
も
、エ
イ
ズ
の
こ
と
を
よ
く
知
り
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

早
期
の
治
療
開
始
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
の
発
症
や
病
状
の
進
行
を
抑
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早
期
発
見
・
適
切
な
治
療
も
大
切
で
す
。

こころにレッドリボンを

感
染
の
有
無
は
血
液
検
査

（
H
I
V
抗
体
検
査
）
で
確
か
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
は
保
健
所

に
お
い
て
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
H
I
V
に
感
染
し
て

も
、
感
染
初
期
に
は
血
液
中
に
抗

体
や
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
な
い

期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
感
染
機

会
か
ら
3
か
月
以
上
経
過
し
て
か

ら
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
（
事
前
に
匿
名
の
電

話
予
約
が
必
要
）　

▼
日
中
検

査
：
毎
週
木
曜
日
午
前
9
時
〜

10
時
▼
夜
間
検
査
：
毎
月
第
3

木
曜
日
午
後
5
時
〜
7
時

▼
検
査
内
容	

エ
イ
ズ
検
査
と
併

せ
て
、
B
・
C
型
肝
炎
検
査
お

よ
び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・
梅
毒

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
検
査
費
用	

無
料

▼
検
査
結
果	

翌
週
に
再
度
来
所

し
、
結
果
を
確
認
し
ま
す
。
日

中
検
査
を
受
け
る
場
合
、
エ
イ

ズ
検
査
だ
け
は
採
決
後
お
お
む

ね
1
時
間
後
に
結
果
が
出
る

『
即
日
検
査
』
と
い
う
方
法
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
夜
間
検
査
で
は
行
い
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
土
浦
保
健
所

保
健
指
導
課
エ
イ
ズ
担
当
☎

8
2
1
ー

5
5
1
6

❶
性
行
為
感
染
：
H
I
V
に
感
染

し
た
人
と
コ
ン
ド
ー
ム
を
使

わ
な
い
性
行
為
（
口
・
直
腸
で

の
行
為
を
含
む
）
を
す
る
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。
日
本
で
は
、

感
染
経
路
の
約
9
割
が
性
行

為
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す

▼
予
防
法
：
性
行
為
の
際
は
コ
ン
ド

ー
ム
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

❷
血
液
感
染
：
麻
薬
の
注
射
や
ピ

ア
ス
の
穴
あ
け
な
ど
、
注
射
針

の
共
有
に
よ
っ
て
H
I
V
に
感

染
し
た
人
の
血
液
が
体
内
に
入

る
こ
と
で
感
染
し
ま
す　

※
日

本
の
医
療
機
関
の
注
射
器
は
使

い
捨
て
な
の
で
、
心
配
あ
り
ま

せ
ん

▼
予
防
法
：
麻
薬
や
覚
醒
剤
は
使

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ピ
ア
ス

の
穴
あ
け
器
や
血
液
が
つ
き
や

す
い
か
み
そ
り
な
ど
は
自
分
専

用
に
し
ま
し
ょ
う

❸
母
子
感
染
：
H
I
V
に
感
染
し

て
い
る
お
母
さ
ん
か
ら
、
妊
娠

中
や
出
産
時
・
授
乳
中
に
赤
ち

ゃ
ん
に
感
染
し
ま
す

▼
予
防
法
：
お
母
さ
ん
の
感
染
が

わ
か
っ
た
場
合
、
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
感
染
を
予
防
で
き
ま
す

●
H
I
V
の
感
染
力
は
非
常
に
弱

い
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
：
▼
空
気
や
水
▼

せ
き
や
く
し
ゃ
み
▼
吊
り
革
や

手
す
り
▼
食
事
や
回
し
飲
み
▼

理
・
美
容
▼
軽
い
キ
ス
▼
握
手

や
体
と
体
の
触
れ
合
い
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
▼
プ
ー
ル
や
一
緒
に
入

浴
し
た
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

り
す
る
▼
傷
の
な
い
肌
へ
の
便

や
尿
の
付
着

感
染
の
不
安
が
あ
る
と
き
、
検

査
を
受
け
る
決
断
を
す
る
ま
で
に

悩
む
の
は
当
然
で
す
。
そ
ん
な
と

き
は
、
保
健
所
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
エ
イ
ズ
に
関
す
る
無
料

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
県
土
浦
保
健
所

☎
8
2
1
ー

5
5
1
6

☎
8
2
6
ー

0
6
0
6
（
エ
イ
ズ

専
用
電
話
相
談
）

H
I
V
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）

ウ
イ
ル
ス
の
名
前
。
か
ら
だ

を
病
気
な
ど
か
ら
守
っ
て
い

る
免
疫
を
徐
々
に
破
壊
す
る
。

▼
H
I
V
感
染
者
：
H
I
V
に

感
染
し
て
も
、
エ
イ
ズ
を
発

症
し
て
い
な
い
人

A
I
D
S
（
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
）

「
生
ま
れ
た
後
に
か
か
る
免

疫
の
働
き
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
り
生
じ
る
い
ろ
い
ろ
な
症
状

の
集
ま
り
」
と
い
う
意
味
。
つ

ま
り
、
病
気
の
総
称
。

▼
エ
イ
ズ
患
者
：
エ
イ
ズ
と
い

う
病
気
を
発
症
し
た
人

自覚症状のない時期

H
I
V
に
感
染
し

て
も
す
ぐ
に
症
状

が
出
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自

覚
症
状
が
な
く
て

も
他
人
へ
感
染
さ

せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

感
染
が
心
配
な
と
き
は
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5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■申込方法
受診券を発行しますので、保険証を持参のうえ国保年
金課窓口でお申し込みください。ただし、今年度すでに
町の集団健診または人間（脳）ドックを受診した人、ま
たは受診予定の人はお申し込みできません。
■受付期間
平成 25年 2月 28日まで（土・日・祝日を除く）
■受診可能な期間
平成 25年 3月 31日まで
■自己負担額の免除
下記に該当する人は健診費用が無料になりますので、
申込時に手帳等の証明できるものをご提示ください。
▼身体障害者手帳に記載されている身体上の障害の程度
が 1級または 2級の人
▼精神障害者保健福祉手帳で法律施行令第6条第 3項に
規定する障害等級 1級の人
▼重度の知的障害とされた人（療育手帳でⒶまたはAの人）

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者の皆さまへ

健診は受けましたか？

町の集団健診日程に予定が合わなかった人は

希望日に受診できる	 をご利用ください『医療機関健診』

ご自身の健康管理のために
健診は毎年受けましょう

国保年金課☎888ー1111（131～ 135）

■申込方法
受診券を発行しますので、保険証を持参のうえ国保年
金課窓口でお申し込みください。ただし、今年度すでに
町の集団健診または人間（脳）ドックを受診した人、ま
たは受診予定の人はお申し込みできません。
■受付期間
平成 25年 2月 28日まで（土・日・祝日を除く）

■受診できる医療機関
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（東京医科大学
茨城医療センター敷地内）
■受診可能な期間
平成 25年 3月 31日まで

■受診できる医療機関（町と契約している医
療機関）
町内の医療機関のみを抜粋しています。このほか、町
外の医療機関もありますのでお問い合わせください。

医療機関 住　所 電話番号

霞ヶ浦成人病研究事
業団健診センター

中央 3ー20ー1 887ー4563

あみ小林クリニック 若栗 1765ー1 888ー2200

阿見第一クリニック 中郷 2ー30ー6 887ー3511

印南クリニック 荒川本郷 1329ー1 834ー2222

河合内科医院 本郷 1ー2ー1 843ー3301

さかえ医院 中央 4ー8ー24 888ー2662

なるしま内科医院 本郷 1ー22ー1 869ー4820

若松クリニック 阿見 4755ー1 888ー1171

■健診内容
健診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

特定健診

40 ～ 74歳
（平成 25年 3月 31
日までに 40歳に到
達する人～ 75歳の
誕生日前までの人）

▼基本項目：問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血中脂質検査・肝機能検査・
血糖検査

▼詳細項目：貧血検査・眼底検査・心電図検査
※受診する医療機関により検査項目が異なります。詳細については国保
年金課へお問い合わせください

1,300 円			

■健診内容
健診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

後期高齢者
健診

75 歳の誕生日以降
の 人、65 ～ 74 歳
で後期高齢者医療保
険証をお持ちの人

▼基本項目：問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血中脂質検査・肝機能検査・
血糖検査

※高血圧や糖尿病などで受診中の人は、主治医にご相談のうえ受診ください
※詳細項目（貧血検査・眼底検査・心電図検査）は別途料金で受診できます

無　料

いりょうきかんけんしん

後期高齢者医療 後期高齢医療福祉係（134・135）

国民健康保険 国保係（131～ 133）



高
祉齢
福寝たきり・認知症などの高齢者

および介護をされている人へ
社会福祉課高齢福祉係☎888ー1111（161・163）

みんなでささえ愛…こうれいふくし

在
宅
の
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
介
護
者
の
労
苦
に
報

い
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
慰
労
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
慰
労
金

を
申
請
す
る
際
は
、
社
会
福
祉
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）：
平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）

〜
1
月
31
日（
木
）

●
申
込
方
法
：
直
接
社
会
福
祉
課

に
申
し
込
む
（
印
鑑
持
参
）

●
支
給
月
：
平
成
25
年
3
月

■
対
象

平
成
24
年
1
月
1
日
〜
12
月
31

日
に
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
平

成
24
年
12
月
31
日
現
在
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
、
次
に
該
当
す
る
人
。

❶
▼
平
成
24
年
1
月
1
日
〜
12
月

31
日
の
間
に
、
介
護
保
険
で
要

介
護
4
以
上
と
認
定
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
を
常
時
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
（
3
か
月
以
内
の
入

院
は
在
宅
と
み
な
す
）▼
右
記

期
間
に
継
続
し
て
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
介
護
し

て
い
る
▼
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
し
て
い
る

❷
▼
平
成
24
年
1
月
1
日
〜
12
月

31
日
の
間
に
、
介
護
保
険
で
要

介
護
3
以
上
と
認
定
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
を
3
か
月
以
上
継
続

し
て
在
宅
で
介
護
（
1
か
月
以

内
の
入
院
は
在
宅
と
み
な
す
）

し
、
在
宅
期
間
を
含
む
4
か
月

間
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
せ
ず
に
介
護
し
て
い

る
▼
❶
に
該
当
す
る
介
護
慰
労

金
を
受
給
し
て
い
な
い

■
支
給
額

❶
10
万
円
❷
3
万
円

寝
た
き
り
・
認
知
症
等
の
高
齢

者
で
、
町
か
ら
障
害
者
に
準
ず
る

と
し
て
『
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
』（
以
下
、
認
定
書
）
の
交
付

を
受
け
た
人
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の

所
得
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
社
会
福
祉
課
窓
口
に
申
請

が
必
要
で
す
（
申
請
後
、
郵
送
に

て
交
付
）。

■
対
象

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
65
歳
以

上
で
、
精
神
・
身
体
に
障
害
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

▼
特
別
障
害
者
：
▼
身
体
障
害
者

手
帳
1
・
2
級
に
準
じ
る
人
▼

重
度
の
知
的
障
害
に
準
じ
る
人

▼
6
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状

態
に
あ
る
人

▼
障
害
者
：
▼
身
体
障
害
者
手
帳

3
〜
6
級
に
準
じ
る
人
▼
軽
・

中
度
の
知
的
障
害
に
準
じ
る
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の
手

帳
に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

高
齢
者
の
お
む
つ
代
に
つ
い

て
、次
に
該
当
す
る
人
は
所
得
税・

個
人
住
民
税
の
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
65
歳

以
上
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
申
請
を
し
た
人
で
、
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
人
。
お
む
つ
を
使

用
し
た
年
に
作
成
さ
れ
た
主
治
医

意
見
書
に
▼
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度（
寝
た
き
り
度
）：
B

ま
た
は
C
▼
尿
失
禁
の
発
生
可
能

性
：
あ
り
ー
の
両
方
の
記
載
が

あ
る
場
合
。

■
必
要
書
類

▼
1
年
目
：
▼
『
お
む
つ
代
の
領

収
書
』
▼
『
お
む
つ
使
用
証
明

書
』（
医
師
が
発
行
し
た
も
の
・

有
料
）

▼
2
年
目
以
降
：
▼
『
お
む
つ
代

の
領
収
書
』
▼
『
主
治
医
意
見

書
の
内
容
を
確
認
し
た
書
類
』

（
町
が
発
行
し
た
も
の
・
無
料
）

※
平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
の
対

象
と
な
る
お
む
つ
代
は
、
平
成

24
年
中
に
支
出
し
た
も
の
で
す

※
『
主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
確

認
し
た
書
類
』
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
社
会
福
祉
課
窓
口
に

申
請
が
必
要
で
す

▼
介
護
慰
労
金
の
交
付
：
社
会
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
6
1
）

▼『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
』

『
主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
確

認
し
た
書
類
』
の
交
付
：
社
会

福
祉
課
介
護
保
険
係
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
6
4
）

▼
町
県
民
税
：税
務
課
町
民
税
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1（
1
5
6
）

▼
所
得
税
：
竜
ケ
崎
税
務
署
☎

0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
』
に
よ
る
所
得
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

問
い
合
わ
せ

『
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

等
介
護
慰
労
金
』
の
支
給
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7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

❶

申
請

❷

要介護認定

主
治
医
の
意
見
書

認
定
調
査

審
査
会
の
判
定

❸

認
定
結
果
通
知

❹

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
の
依
頼

❺

介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
作
成

❻

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

❶
申
請

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
人
や
家
族
以
外

で
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に

申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
ど
な
た
で
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

40
〜
64
歳
の
人
は
、
16
種
類
の
特

定
疾
病
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認

定
申
請
書
：
社
会
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
：
65
歳

以
上
の
人

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証
：
40
〜

64
歳
の
人

※
申
請
書
に
は
本
人
の
氏
名
や
生

年
月
日
な
ど
の
ほ
か
に
、
意
見

書
を
依
頼
す
る
主
治
医
（
か
か

り
つ
け
医
）
の
氏
名
、
医
療
機

関
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い

❷
要
介
護
認
定

●
主
治
医
の
意
見
書
：
町
が
申
請

書
に
記
入
し
て
あ
る
主
治
医

（
か
か
り
つ
け
医
）
に
依
頼
し
、

心
身
の
状
態
や
生
活
機
能
に
つ

い
て
、
意
見
書
を
書
い
て
も
ら

い
ま
す

●
認
定
調
査
：
町
の
担
当
者
が
自

宅
を
訪
問
し
、
心
身
や
生
活
状

況
に
つ
い
て
、
74
項
目
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
は
本
人

の
ほ
か
家
族
に
も
立
ち
会
い
を

介
護

保
険

社会福祉課介護支援係☎888ー1111（164・165）

みんなでささえ愛…かいごほけん

介護保険のサービス
を利用するには？

ご利用ください！　介護保険

日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
と
き
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
、利
用
ま
で
の
手
順
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

お
願
い
し
て
い
ま
す

※
調
査
の
主
な
内
容
は
、
▼
ベ
ッ

ド
や
布
団
か
ら
の
起
き
上
が
り

が
で
き
ま
す
か
？　

▼
薬
の
内

服
が
1
人
で
で
き
ま
す
か
？

ー
な
ど

●
審
査
会
の
判
定
：
訪
問
調
査
の

結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を

も
と
に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

の
専
門
家
に
よ
る
『
介
護
認
定

審
査
会
』
に
お
い
て
、
介
護
の

手
間
の
か
か
り
具
合
や
、
状

態
の
維
持
・
改
善
の
可
能
性
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
7
段

階
の
要
介
護
状
態
区
分
（
要
支

援
1
・
2
、
要
介
護
1
〜
5
）、

ま
た
は
非
該
当
の
い
ず
れ
か

に
判
定
し
ま
す

❸
認
定
結
果
通
知

認
定
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
通
知

が
届
き
ま
す
。

❹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
へ
の
依
頼

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
在

宅
で
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

要
支
援
1
・
2
の
人
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
連
絡
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ほ

か
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一

覧
は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す

❺
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
作
成

『
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
』
と
い
う
計
画
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
本
人
や

家
族
と
の
面
接
・
課
題
分
析
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
ー
な
ど
を
行

い
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。
作
成
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
作
成
に
つ
い
て

の
利
用
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❻
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
は
、
❺
で
作
成
し
た

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
は
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
ま
で
の
手
順
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みんなでささえ愛…ねんきん

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の

照
会
用
電
話
番
号
☎
0
5
7
0

ー

0
7
0
ー

1
1
7
▼
期
間
：

11
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月

15
日
▼
月
～
金
曜
日
：
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
月
曜
日
は
午
後
7
時
ま
で
。

土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
1

月
3
日
は
利
用
不
可

社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書

す
。
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し

て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額

の
全
額
が
納
付
し
た
人
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
年
末

調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身

の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
と
き
、

ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す
る

人
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
証
明
内
容

▼
1
月
か
ら
9
月
30
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

▼
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場

合
の
納
付
見
込
額

■
注
意
事
項

▼
納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、

年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分

の
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

▼
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
1
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
人
に
は
、
来
年
2
月

上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す

●
ご
家
族
の
保
険
料
も
納
付
し
て

い
る
人

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

で
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
納

付
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

等
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
た
、
生
命
保

険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
の
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』（
は
が
き
）
は
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

申告の際まで大切に保管を…

国
金民
年

　

■国民年金保険料のご案内を民間委託しています
日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの人に対して、電話・文書・戸別訪問による納付のご案内や、
免除・猶予制度のご案内、戸別訪問による保険料の収納業務、その他口座振替等のご案内を民間事業者へ委
託しています。
平日の日中はお仕事や学校等で連絡がつきにくいこともあるため、土日や祝祭日の午前 8時～午後 9時
までの時間帯にお電話や訪問をさせていただく場合があります。
▼注意事項　　▼委託事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金融機関やコンビニエン

スストアでお支払いしていただくようご案内します。このため、銀行口座を指定して
ATMの操作により振り込みをお願いすることはありません▼委託事業者が戸別訪問して
保険料をお預かりする場合、顔写真入りの納付奨励員証明書（身分証）を提示し、日本年
金機構が発行する納付書をお持ちの人に限り、保険料をお預かりすることが可能となって
います　※納付書をお持ちでない人から保険料をお預かりすることはありません

▼委託事業者　アイ・シー・アール	バックスグループ	シー・ヴィ・シー共同企業体（平成 24年 10月から）
▼問い合わせ　☎096ー221ー2800

■問い合わせ
土浦年金事務所☎824ー7121

土浦年金事務所から
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みなさん、こんにちは。
頬にあたる風が、一段と冷たく感じる季節となってきました。
今月は、『児童館』の紹介です。

各保育所・保育園についての問い合わせ：児童福祉課☎888ー1111（168）

乳幼児とその保護者を対象に、育児サークルを行って
います。活動の内容はリズムうんどう・ふれあい遊びや絵
本の読み聞かせなどです。親子が楽しみながらピアノに
合わせて体を動かしたり、触れ合ったりして過ごします。
また、季節ごとの行事は、親子で楽しむ姿が見られます。
町内の公民館や公園に出向いて行う『うごく児童館』で

は、親子で楽しめる遊びを通して近くに住んでいる親子
の皆さんも気軽に参加していただけるようにしています。
※民生委員児童委員・更生保護女性の会・子育て支援セン
ター・母親クラブの皆さんにサポートしていただいてい
ます

こそだてをおうえん

母親クラブの活動

小学生を対象として、一輪車・粘土細工・ダンス・押し花・
絵手紙など、参加者を募りクラブ活動を行っています。
各クラブとも講師を招いて行っているので、初心者でも
楽しく参加できます。粘土細工や押し花クラブでは、毎
回子どもたちが創意工夫しながら作品を作り上げる姿が
見られます。一輪車・ダンスクラブでは、回を重ねるたび
に楽しさが増し、毎年『まい・あみ・まつり』のジュニアフ
ェスに出演して楽しいパフォーマンスを披露しています。
また、季節ごとの行事や児童館まつりには、地域の人
たちと触れ合う地域交流会なども行っています。

母親クラブは阿見町に在住の人が児童館を拠点に活動
しているグループです。子どもを持つお母さんばかりで
なく、地域の児童健全育成に関心がある人なら年齢・性別
を問わず、どなたでも入会できます。
○どんぐりクラブ
コーラス・ミュージックベルクラブ、手芸クラブ、バド
ミントンクラブ、きりんクラブ
○さくらんぼクラブ
ポッキークラブ（人形劇・ペープサート）、ちゅうりっ
ぷクラブ（フラワーアレンジメント）、ひよこクラブ

小学生対象の活動

乳幼児対象の活動
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障
祉害
福障害者週間と障害

者理解について

きょうも あしたも さわやかに

国民の間に広く、障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会・経済・文化・その他
のあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、12月 3日から 12月 9日まで『障
害者週間』が設けられています。週間中はもとより、日ごろからも障害者福祉についての関心と理解を深めて
いただき、地域でともに暮らし、みんなで支えあいながら、誰もが自分らしい暮らしを実現できるまちづくり
の一員となっていただきますよう、お願いします。
障害者週間にあわせて、障害者による作品を総合保健福祉会館で展示します。ぜひご覧になってください。

障害者週間（期間は毎年 12月 3日～ 9日の 1週間）

障害についての理解を進めるといっても、障害にはさまざまな種類があり、その状態も多様です。

●身体障害者
視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由、内部機能（心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・

直腸・小腸・免疫・肝臓）に障害があり「身体障害者手帳」を交付されている人のことをいいます。
○視覚障害は、まったく見えない「全盲」・眼鏡などで矯正しても視力が弱い「弱視」・見える範囲がせまい
「視野狭さく」があります
○聴覚障害は、人の声や物音が聴こえない、または聴こえにくいという障害です
○平衡機能障害は、姿勢を調整する機能の障害により、四肢体幹に異常がないのに起立や歩行に異常があ
ります

○音声・言語・そしゃく機能障害は、音声を発することができない・発生しても言語がない、音声・言語によ
る意思疎通が困難である。そしゃく・嚥下（えんげ）機能が障害により経管栄養でしか栄養を補給できな
い、障害により通常の食事では十分な栄養補給ができない障害です

○肢体不自由は、手や足、体の胴の部分に障害があります。この中でも脳性まひ・筋ジストロフィー・脊椎
損傷等により全身に障害が及ぶものを一般的に全身性障害といいます

○内部障害は疾病等により心臓・じん臓・肺・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓の働きが弱くなったり、機能しなく
なったりする障害、免疫機能の障害をいいます

●知的障害者
知的障害とは、生活や学習面であらわれる知的な働きや発達の遅れが発達期（おおむね 18歳まで）にあ

らわれ、日常生活に支障があるため、何らかの援助を必要とする人のことをいいます。町に在住の人には県
から「療育手帳」が交付されます。
●精神障害者
統合失調症・うつ病等の気分障害・アルコールや薬物依存・その他の精神疾患がある人のことをいいます。

継続的に日常生活または社会生活に制限がある場合には、申請により県から「精神障害者保健福祉手帳」が
交付されます。
●発達障害者
自閉症・アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害・学習障害・注意欠陥多動障害等の通常低年齢で発現

する脳機能の障害をもつ人のことをいいます。

障害について

障害福祉課（総合保健福祉会館内）☎888ー2943

↖
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きょうも あしたも さわやかに

◎お願い　公的機関や店舗などに車いすのマークが描かれている駐車スペースは、歩行に困難のある障害者
や高齢者などのために設置されているものです。適正な利用にご協力ください。

●高次脳機能障害者
病気や事故などで、脳が部分的に損傷を受け、記憶・注意・遂行機能・感情の障害、判断力の低下により、

日常生活・社会生活に制限がある人をいいます。

障害のある人もない人も、同じ地域で生きていくためには、普段の何気ない行動が大変重要になります。

○視覚に障害のある人は、歩道や視覚障害者用誘導用ブロックの上に自動車の駐車、自転車・荷物を置くと
歩行できなくなりますので、自転車などを止めたり荷物を置かないことが大切です

○聴覚に障害のある人は、意思の疎通が図れないなどの悩みがあります。時間はかかりますが、筆談が手軽
な手段です

○歩道や通路に物が置いてあると車いすでは通行できません。物などを置かないことが大切です。また、お
店で商品が高いところにあり手が届かない、段差があり車いすが通行できないというような困ったところ
を見かけたら声をかけてみてください

○内部障害は外見からは分からないため、理解されにくい障害です。医療機関に定期的に通院する人には理
解と時間への配慮が必要です。人ごみや電車の中での携帯電話の使用はペースメーカーに影響があります。
タバコは喫煙場所で吸ってください。呼吸器に影響があります

○知的障害者にはゆっくり丁寧に簡単な言葉で話しかけてください。また、会話でのコミュニケーションが
とれない人にはジェスチャーや表情でコミュニケーションを図ってみてください

○精神障害者は適切な治療を継続して受けることにより、症状が安定しています

以上いくつかのことを述べさせていただきましたが、大事なことは障害者を特別な目で見ないで、障害者の
抱える問題に関心をもっていただきたいということです。障害を理解しやさしさとゆっくりとした気持ちを持
って接していただきたいと願っています。
町では、「障害者が住み慣れた地域や家庭で、生きがいある生活を営める町」を目指して、これからも取り組
んでまいります。

共生社会をめざして

障害者が就職を目指すとき、各種相談機関・訓練・制度がご利用いただけます。
〔就労に関する相談支援〕
障害者就業・生活支援センターかすみ、町障害福祉課では、ニーズや課題に応じてご相談に応じます。
〔就労移行支援・就労継続支援〕
一般就労に向けて、事業所内での作業や、企業における実習、適正に合った職場探し、就職後の職場定
着のための支援を行います（申込み先：町障害福祉課）。
〔求職登録・職業紹介〕
ハローワークでは、求職者の能力等と職務の要件とを照合して職業紹介を行います。障害者枠の職業紹
介もあります。
〔障害者の雇用に対する支援・助成制度〕
ハローワークでは、障害者の雇用に対する、各種支援・助成制度をご案内します。

■問い合わせ
▼町障害福祉課（阿見町）☎888ー2943 ▼障害者就業・生活支援センターかすみ（土浦市）☎827ー1104
▼ハローワーク土浦（土浦市）☎822ー5124

障害者の就労支援



ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に
2
万
8
千

円
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
「
旧

保
険
料
等
の
計
算
式
」（
適
用

限
度
額
3
万
5
千
円
）
の
み
の

計
算
を
適
用
し
た
方
が
、
合
計

控
除
額
が
大
き
く
な
る
場
合
に

は
、「
旧
保
険
料
等
の
計
算
式
」

の
み
の
計
算
を
適
用
し
ま
す

退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
、
所
得
割
の
額
か

ら
税
額
の
10
％
を
控
除
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
10
％
税
額
控
除
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。（
平
成
25
年
1
月
1
日

か
ら
支
払
わ
れ
る
退
職
所
得
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。）

勤
続
年
数
が
5
年
以
下
の
法

人
役
員
等
が
支
払
い
を
受
け
る

「
役
員
退
職
手
当
等
」
に
対
す
る

退
職
所
得
の
課
税
方
法
に
つ
い

て
、
退
職
所
得
額
を
控
除
し
た

残
額
の
2
分
の
1
と
す
る
措
置

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
平
成
25
年

1
月
1
日
か
ら
支
払
わ
れ
る
退

職
所
得
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。）

※
そ
の
他
の
改
正
点
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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年間の支払保険料等の金額 控除額の計算式

15,000 円以下 支払保険料等の全額

15,000 円超
40,000 円以下

支払保険料等 × 1/2
+ 7,500 円

40,000 円超
70,000 円以下

支払保険料等 × 1/4
+ 17,500 円

70,000 円超 一律 35,000 円

❷旧保険料等用の計算式

旧保険料等（旧制度） 新保険料等（新制度）
平成 23年 12月 31日以前に
締結した保険契約等（旧契約）
【合計適用限度額 70,000 円】

平成 24年 1月 1日以降に
締結した保険契約等

【合計適用限度額 70,000 円】

一般生命保険料控除	
【適用限度額 35,000 円】

一般生命保険料控除	
【適用限度額 28,000 円】
介護医療保険料控除	

【適用限度額 28,000 円】
個人年金保険料控除	

【適用限度額 35,000 円】
個人年金保険料控除	

【適用限度額 28,000 円】

じゅうみんぜいかいせい

平
成
25
年
度
分
の
個
人
住
民
税

（
町
・
県
民
税
）
か
ら
、
生
命
保

険
料
に
対
す
る
控
除
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

▼
現
行
の
生
命
保
険
料
控
除
は
、

「
一
般
生
命
保
険
料
控
除
」
お

よ
び
「
個
人
年
金
保
険
料
控

除
」
の
2
種
類
に
分
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
限
度

額
が
3
万
5
千
円
（
合
計
適
用

限
度
額
は
7
万
円
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
1

月
1
日
以
降
に
契
約
し
た
生

命
保
険
等
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
「
介
護
医
療
保
険
料
控

除
」
が
別
枠
と
な
り
、
3
種
類

に
分
か
れ
ま
す
。
適
用
限
度

額
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と

に
2
万
8
千
円
と
な
り
ま
す
。

合
計
適
用
限
度
額
は
7
万
円

の
ま
ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん

❶
平
成
24
年
1
月
1
日
以
降
に

締
結
し
た
一
般
の
生
命
保
険

料
お
よ
び
個
人
年
金
保
険
料

の
控
除
は
、「
新
保
険
料
等
用

の
計
算
式
」
を
適
用
し
ま
す

❷
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に

締
結
し
た
一
般
の
生
命
保
険

料
お
よ
び
個
人
年
金
保
険
料

の
控
除
は
、「
旧
保
険
料
等
用

の
計
算
式
」
を
適
用
し
ま
す

※
当
初
契
約
の
締
結
日
が
平
成

23
年
12
月
31
日
以
前
で
あ
っ
て

も
、
契
約
更
新
や
特
約
の
途
中

付
加
を
し
た
場
合
に
は
、
新
保

険
料
扱
い
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

❸
新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
に

つ
い
て
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
上
記
❶
お
よ
び
❷

の
そ
れ
ぞ
れ
の
計
算
式
で
求
め

た
控
除
の
合
計
額
が
適
用
と
な

り
ま
す
。
適
用
限
度
額
は
そ
れ

生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

退
職
所
得
に
係
る
税
額

控
除
の
改
正

個人住民税の主な改正点
問い合わせ　税務課☎888－1111（151・152・156）

個人住民税の主な改正点
平成25年度から適用される個人住民税の税制改正についてお知らせします

法
人
役
員
等
の
退
職
所

得
の
改
正

❶新保険料等用の計算式

年間の支払保険料等の金額 控除額の計算式

12,000 円以下 支払保険料等の全額

12,000 円超
32,000 円以下

支払保険料等 × 1/2
+ 6,000 円

32,000 円超
56,000 円以下

支払保険料等 × 1/4
+ 14,000 円

56,000 円超 一律 28,000 円



■
景
観
形
成
道
路
と
は

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
目
的

に
、
町
景
観
条
例
に
基
づ
い
て
指

定
さ
れ
る
道
路
の
こ
と
で
す
。
次

の
路
線
が
指
定
さ
れ
、
計
画
的
な

景
観
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
（
上

記
路
線
お
よ
び
区
間
図
参
照
）。

❶
都
市
軸
道
路
（
都
市
計
画
道
路

新
町
・
中
郷
線
、
中
郷
・
寺
子
線
、

荒
川
沖
・
寺
子
線
）
お
よ
び
そ

の
沿
道

❷
国
道
1
2
5
号
バ
イ
パ
ス
（
町

内
区
間
）
お
よ
び
そ
の
沿
道

ま
た
、
将
来
の
景
観
形
成
の
方

向
性
等
か
ら
区
間
を
分
け
、
そ
の

区
間
ご
と
に
沿
道
の
景
観
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
指
定
を
受
け
る
と
…

景
観
形
成
道
路
は
、
区
間
ご
と

に
景
観
形
成
に
関
す
る
方
針
（
以

下
、
基
本
方
針
）
と
、
沿
道
景
観

形
成
基
準
（
以
下
、
基
準
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
景
観
形
成
道

路
に
指
定
さ
れ
た
一
定
の
範
囲
内

で
は
、
建
築
物
や
屋
外
広
告
物
の

新
築
な
ど
の
際
に
は
、
そ
れ
ら
の

基
本
方
針
・
基
準
に
沿
っ
た
計
画

づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
主
な
基
準
の
内
容

基
準
で
は
、
沿
道
の
敷
地
・
建

みんなでつくる まちのけいかん

※

●景観形成道路指定路線および区間図

築
物
・
屋
外
広
告
物
な
ど
に
対
し
、

▽
壁
面
の
位
置
・
高
さ
・
意
匠
▽
敷

地
の
緑
化
▽
囲
障
（
垣
根
・
さ
く

等
）
ー
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。

■
届
出
制
度

景
観
形
成
道
路
の
指
定
範
囲
内

で
行
わ
れ
る
建
築
物
・
工
作
物
の

新
築
・
増
築
・
改
築
・
移
転
ー
な
ど

の
行
為
は
、
事
前
に
そ
の
内
容
を

町
に
届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

景
観
形
成
道
路
に
か
か
る
行
為

の
届
出
は
、
左
図
の
よ
う
に
行
い

ま
す
（
上
記
図
面
の
破
線
部
分
を

除
く
）。

■
助
成
制
度

良
好
な
沿
道
の
景
観
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
対

し
、『
沿
道
景
観
整
備
補
助
金
』
お

よ
び
『
沿
道
緑
化
補
助
金
』
を
設

け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
T
ー

4
区
間
（
上
図
参
照
）
に
つ

い
て
は
、
道
路
供
用
開
始
時
期

に
あ
わ
せ
て
本
基
準
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
運
用
開
始
に
関
し
て

は
、
あ
ら
た
め
て
周
知
し
ま
す

都市計画課☎888ー1111（244）

▼景観形成ガイドライン　http://www.town.ami.ibaraki.
jp/kakuka/toshise ib i-bu/toshikeikakuka/
keikankeisei.htm

計
画
づ
く
り

基
準
の
内
容
に
基
づ
き
、

計
画
づ
く
り
を
行
う

事
前
相
談

事
前
に
都
市
計
画
課
に
相

談
し
て
お
く
と
、
以
後
の

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す届　

　

出

行
為
に
着
手
し
よ
う
と
す

る
日
の
30
日
前
ま
で
に
必

要
な
書
類
を
都
市
計
画
課

に
提
出
す
る

審
査
・
チ
ェ
ッ
ク

都
市
計
画
課
・
町
景
観
審
議

会
な
ど
で
基
準
と
の
整
合

性
を
審
査
。
必
要
な
場
合

は
町
が
助
言
・
指
導
を
行
う

受　
　

理

基
準
の
内
容
に
沿
っ
た
計

画
と
し
て
、
行
為
の
届
出

を
受
理行

為
に
着
手

建
築
基
準
法
に
よ
る
確
認

申
請
な
ど
の
法
的
手
続
き

も
完
了
し
た
後
、
行
為
に

着
手
す
る

13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ
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放射能対策室☎888ー1111（127）

	
	

放射線の状況をお知らせします

ほうしゃのうたいさく

毎月子ども関連施設を中心に放射線の定期測定を行っています。10月の測定結果については、次のとおりです。

放射線の定期測定

単位：マイクロシーベルト毎時
第 35回（測定日 10月 22日～ 26日）

施設名 屋内（床上） 屋外（地上） 施設名 屋内（床上） 屋外（地上）
0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m 0cm 50cm 1m

阿見小学校 0.071 0.071 － 0.091 0.095 － 中郷保育所 0.091 0.079 － 0.092 0.086 －
実穀小学校 0.071 0.075 － 0.114 0.129 － 南平台保育所 0.071 0.075 － 0.093 0.098 －
吉原小学校 0.077 0.072 － 0.125 0.117 － 二区保育所 0.074 0.075 － 0.141 0.127 －
本郷小学校 0.066 0.079 － 0.108 0.127 － 学校区保育所 0.064 0.067 － 0.114 0.100 －
君原小学校 0.062 0.060 － 0.119 0.103 － あゆみ保育園 0.047 0.061 － 0.110 0.098 －
舟島小学校 0.076 0.081 － 0.123 0.121 － 阿見ひかり保育園 0.083 0.086 － 0.138 0.130 －

阿見第一小学校 0.084 0.076 － 0.108 0.131 － 学校区児童館 0.071 0.083 － 0.122 0.106 －
阿見第二小学校 0.076 0.074 － 0.096 0.095 － 二区児童館 0.088 0.083 － － － －

阿見中学校 0.088 － 0.084 0.108 － 0.122 総合運動公園	
（陸上競技場） － － － － 0.163 0.157

朝日中学校 0.086 － 0.070 0.089 － 0.084 総合運動公園	
（野球場） － － － － 0.106 0.120

竹来中学校 0.073 － 0.087 0.111 － 0.116 霞ヶ浦平和	
記念公園 － － － － 0.197 0.188

霞南至健中学校	
・霞ヶ浦高校 0.086 － 0.097 0.091 － 0.092 ゆりの木公園 － － － － 0.148 0.130

霞ヶ浦聾学校 0.084 0.073 0.076 0.123 0.149 0.134 岡崎ふれあい公園 － － － － 0.196 0.191
ふたば幼稚園 0.063 0.060 － 0.100 0.115 － うずらの公園 － － － － 0.075 0.082
阿見みどり幼稚園 0.060 0.058 － 0.104 0.110 － 本郷近隣公園 － － － － 0.187 0.187
荒川沖幼稚園 0.092 0.092 － 0.120 0.127 － 平均値 0.076 0.074 0.083 0.111 0.126 0.134
阿見幼稚園 0.085 0.076 － 0.131 0.156 －

※自然界からの放射線量を含む値です。また、機器の仕様で±10％程度の誤差が生じることがあります
◎一般家庭・事業所を対象とした放射線の測定の申込方法
放射線対策室の窓口またはお電話（☎ 888ー1111 内線 127）でご予約ください。測定は無料です。

町の農産物について

町内産農産物について放射性物質の測定を行っています。10月の測定結果については、次のとおりです。

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、おおむね 25ベクレル毎キログラムになります
※「基準値」…穀類・肉・魚・野菜などの「一般食品」は、100ベクレル毎キログラムです
◎食品放射能測定システム（放射性物質の測定）の申込方法
農業振興課の窓口またはお電話（☎ 888ー1111 内線 183）でご予約ください。測定は無料です。

項　目 検査品目

不検出
青シソの実、柿、カブ、キウイ、キャベツ、小松菜、白米（3）、玄米（2）、サトイモ（3）、サ
トイモの茎、サツマイモ（5）、スイカ、ダイコン（3）、大豆、ヌカ、白菜、ブロッコリー、ホ
ウレンソウ（3）、ヤーコンの葉、ワサビ菜

基準値内のもの イチジクの葉、柿、栗、シメジ、マイタケ、ミカン（5）
基準値を超えたもの 原木しいたけ（4）

▼放射性セシウムの測定結果（合計 47検体） （　）内は測定検体数
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こうつうじこぼうし

交通防災課交通防犯係☎888ー1111（276・277）

年末年始の交通事故防止

●運転者への処罰
▼酒酔い運転…5 年以下の懲役または 100万円以下の罰金　違反点：35点
▼酒気帯び運転…3 年以下の懲役または 50万円以下の罰金　違反点：25点以下
●運転者以外の周囲の責任についての処罰
※車両提供者は運転者と同じ処罰
▼運転者が酒酔い運転…5 年以下の懲役または 100万円以下の罰金　違反点：35点
▼運転者が酒気帯び運転…3 年以下の懲役または 50万円以下の罰金　違反点：25点以下
●酒類の提供・車両の同乗者への処罰
▼運転者が酒酔い運転…3 年以下の懲役または 50万円以下の罰金
▼運転者が酒気帯び運転…2 年以下の懲役または 30万円以下の罰金

※危険運転致死傷害（刑法第 208条の 2）
　アルコールの影響により、正常な運転が困難な状態で運転して、人を死傷させた者は、危険運転致死傷罪
の適用を受け、最長 20年の懲役を科せられます

飲酒運転は運転者にも周囲の人にも厳しい罰則

阿見町で 9月末までで飲酒運転事故が 4件発生しています。年末年始は、飲酒の機会が多くなります。車
の運転にアルコールは厳禁です。ちょっとだし酔っていないから大丈夫などと車のハンドルを握るのは絶対に
いけません。飲酒運転は絶対にやめましょう。
飲酒運転厳罰化の契機となった平成 18年に発生した幼児 3人死亡という悲惨な交通事故を引き起こした運
転手に対し、危険運転致死傷害罪で懲役 20年が確定しています。飲酒運転は悲惨で重大な交通事故を引き起
こすきわめて悪質危険な行為であり、被害者およびその家族はもちろん、事故を起こした運転手の家族までも
精神的・経済的に大きな負担を強いられることになります。自分と被害者の生活を壊し、元の生活に戻ること
ができなくなってしまったことを悔やんでも悔やみきれないものとなります。飲酒運転は重大な危険行為であ
り、その代償ははかりしれません。お酒を飲んだら自分が運転をしないことはもちろん、周りの人にも運転を
させないことを強く心掛けましょう。

飲酒運転根絶

▼安全な速度と十分な車間距離
凍結時の制動距離は、乾燥時の約 4倍以上。スリップ事故では玉突き事故が約半数を占めます。安全な
速度と十分な車間距離をとりましょう。

▼「急」のつく運転をしない
急ブレーキ・急ハンドル・急加速・急ブレーキはスリップ事故の原因です。

▼予測運転
天候・気温などから路面凍結を予測した運転を心掛けましょう。

▼車の冬支度
必要に応じ、スタッドレスタイヤ・タイヤチェーンなどの装備をしましょう。

※油断は禁物！　スタッドレスタイヤ・タイヤチェーンも万能ではありません

凍結時にスリップ事故を起こさないために

路面凍結によるスリップ事故防止
冬期になり、降雪や路面凍結によるスリップ事故の発生が予想されます。常に日陰のところや橋の上、山道、
降雨によって濡れた路面の翌朝など特に危険です。路面凍結などに備え、早めの装備と気持ちの冬支度を心掛
けましょう。
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NPOほうじん・ボランティアだんたい

町民活動推進課　☎888ー1111（272）　／　町民活動センター　☎888ー2051

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体

『広報あみ』6月号から、阿見町を拠点に地域貢献・社会貢献活動を展開するNPO・ボランティア団体の情報
を紹介するコーナーがスタートしました。町民活動センターでは、以下の要件に該当する団体からの掲載情報
を募集しています。なお、情報紹介に際して電話番号の掲載が難しい場合には、町民活動センターを問い合わ
せ先代行として掲載することも可能ですので、ご相談ください。
【情報掲載可能な団体の要件】
▼社会貢献・地域貢献を主目的に活動していること
▼行政に事務局などを置かず、活動・会計処理などについて自立・独立していること
▼団体の所在地が町内にある、もしくは町を活動範囲に含んでいること
▼政治・宗教または営利を目的としていないこと
▼暴力団などと関係するものでないこと

●問い合わせ　NPO法人まい・あみ　代表藤井　☎ 891－3010

１．福祉相談対応
特に高齢者・障がい者の皆さまからの相談をお待ちしています。

２．介護計画（ケアプラン）作成
公平・中立的立場で計画を作成します。

３．福祉移送サービス（有償・登録制）の提供
内容：町内・近隣市町村へ移動のお手伝い
対象：介護認定を受けている人・障がい者

※土曜・日曜・祭日も活動します
※福祉移送サービスは有償ではありますが、営利を目的としていないた
め、その運送対価は当該地域タクシー運賃の上限運賃額のおおむね 2
分の 1を目安に設定されています

どんなことをしているの？

あなたの自宅に訪問してご相談を受けます。
まずはお気軽にお電話でご連絡ください。

どこで相談するの？

通院や買い物に利用したい
銀行や役場まで送ってほしい
などなど…。

NPO法人	まい・あみ
町民の福祉向上を目指して
～3愛（で愛・ふれ愛・ささえ愛）～

私たちNPO法人まい・あみは、ネットワークづくりと住民一人ひとりのニーズに即応する福祉サービスの
提供を通じて、「地域住民が互いに支えあい、高齢者も障がい者もみんな一緒に安心して住める福祉のまち」
の実現を目指しています。



●第 8回アスレッコ駅伝フェスタ（手作り駅伝大会から改称）
～「アスレッコ駅伝フェスタ」ってどんな大会でしょう？？～
冬の風物詩「駅伝」を中心に汗をかくことを楽しんで欲しい、そんな思いを込
めて行っている小学生の大会です。チームのみんなとたすきをつないでがんば
ってみる。終わったら仲間といっしょにイベントにも参加して、楽しく遊んじ
ゃう。大好きな仲間といっしょに笑顔いっぱいの一日を過ごしてください。
日 時　平成 25年 1月 26日 (土 ) 午前 9時スタート　※雨天時：27日（日）
場 所　総合運動公園陸上競技場
内 容　▼駅伝チャンピオンシップ（チーム戦）

❶ 1・2年生男子の部	❷ 3・4年生男子の部	❸ 5・6年生男子の部
❹ 1・2年生一般の部	❺ 3・4年生一般の部	❻ 5・6年生一般の部
※ 1チーム 4人 +補欠 1人の計 5人でエントリーが原則。ただし、補欠なしでの参加もOK
です。一般の部は、1走と 3走を必ず女子にしてください。2走と 4走は自由です。女子の
みのチームも大歓迎です

▼マラソンチャンピオンシップ（個人戦）
❶ 1・2年生の部	❷ 3・4年生の部	❸ 5・6年生の部

参 加 料　▼駅伝：1チーム 4,000 円▼マラソン：1,000 円（駅伝の補欠は無料）
申込期間　平成 25年 1月 9日 (水 )まで
申込方法　下記ホームページ内の参加申し込みフォームから申し込みしてください
そ の 他　詳細は、ホームページ（http://www.geocities.jp/ami_athleteclub/）をご覧ください
問 合 せ　NPO法人阿見アスリートクラブ　☎ 887－1185　FAX887－0911

▼Ｅメール：ami_athlete2004@yahoo.co.jp

17　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

NPOほうじん・ボランティアだんたい

■NPO法人・ボランティア団体から　～参加者を募集しています～

■活動報告コーナー

NPO法人「AMI ＆ YOU」は 8月に発足し、主眼としている「さんま（※）」の意識を広めるため活動を開始
しました。10月 13 日にかすみ公民館、27日に舟島ふれあいセンターで、「折り紙教室（こまつくり）」を開
催し、多数の子どもたちの参加を得て楽しい時間を過ごしました。
参加した子どもたちは、折り紙のこまづくりに挑み、一人で「お父さん・お母さんと妹の分も作る」と言って
4個作る子、「それに友達の分もあわせて 8個作る」とはりきる子などもいたりし、みんなで大変楽しく実施
いたしました。
私たち「NPO法人　AMI&YOU」は、毎月楽しい「工作」と「遊び」を考えています。12月は「工作」をテ
ーマに「凧（たこ）つくり」を実施する予定でおります。第一小学校・舟島小学校以外の子どもたちの参加も大
歓迎です。詳細な日程などにつきましては、下記へお気軽にお問い合わせください。多くの皆さんのご参加を
お待ちしています。
※さんまとは、１に「時間」、２に「空間」、３に「仲間」を意味します
●問い合わせ先　▼理事長：下仲　☎ 887-5228▼理事：柴田　☎ 887-3047

NPO法人「AMI ＆ YOU」事業開始

「○○のような団体を紹介してほしい」「○○のような団体と一緒に活動したい」と思われた際には、ぜひ町
民活動センターへお越しください。町民活動センターは、NPO法人・ボランティア団体の皆さんの情報発信を
サポートするだけでなく、活動を行う団体や個人が自由に集える場所、「交流の場」「連携の場」でもあります。
ぜひ町民活動センターをご活用いただき、皆さんの手でその交流・連携の輪を大きくしていっていただきた
いと思います。

■町民活動センターから　～町民活動センターへぜひお越しください～
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問い合わせ：▼町消費生活センター☎ 888ー1871（ファクシミリ兼用／
月 ～ 金 曜 日 の 午 前 9 時 ～ 午 後 4 時 ）▼ 商 工 観 光 課 ☎ 888ー1111（172）

しょうひせいかつせんたー

電気通信サービスの契約はクーリング・オフできない！！？

消費者コーナー消費者コーナー
『町消費生活センターだより』
24年度・第3回

情報のやり取りをするうえで便利なインターネットは、今では大勢の人々が利
用しています。最近、インターネット回線に関する相談が急増しています。
訪問販売や電話勧誘販売で契約した場合は、「特定商取引法」のクーリング・オ
フ制度（無条件解約できる制度）があります。
しかし、電話・携帯電話の通信契約やインターネット接続サービス（プロバイ
ダ契約）などの通信サービスは「電気通信事業法」によって消費者の利益が保護
されていると考えられているため、「特定商取引法」は適用されません。
つまり通信サービス契約を、訪問販売や電話勧誘販売で契約してもクーリング・オフ制度の適用はありませ
ん。「電気通信事業法」では、業者は消費者に対してきちんと説明しなければならないと説明を義務づけてい
ます。勧誘が代理店であっても説明義務があります。
説明を十分に受け、契約内容をよく理解してから契約するようにしましょう。

●事例
「月々のインターネット回線利用料金が 3,000 円安くなる。」という電話勧誘が何度もあった。安
くなるならよいと思い、業者の説明がよくわからないまま契約したが、家族に相談したらやはり現
状のままでいいと言われた。クーリング・オフはできないのか。

インターネット回線利用などの電気通信サービスを提供する契約は、訪問販売や電話勧誘販売を
規制する特定商取引法が適用されないので、クーリング・オフはできません。また、解約する際は
違約金を請求される場合もありますから、契約する前によく説明を聞き、理解して契約することが
大切です。
電話勧誘でも承諾すれば契約は成立するので、何度もかかってくるしつこい勧誘に対しては、は

っきり断りましょう。

●アドバイス

消費生活センターでは出前講座を実施しています。相談員が皆さまの
所に伺って悪質商法の手口や振込め詐欺の対処法などを、コントやク
イズを交えてわかりやすくお伝えします。費用は無料です。時間は
30分～ 1時間程度で少人数のグループでも構いません。ぜひ、下記
の町消費生活センターにお申込みください。

～出前講座のお知らせ～



19　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

よかれんへいわきねんかんだより

予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

◎学芸員のつぶやき
今年も残すところあと１か月。「時間」について思うことが多くなります。「その日その日が一年中の最善の日であ
る。（ラルフ・ワルド・エマーソン）」「常に現在の時間にしっかりしがみつけ。刻一刻過ぎていく時間には、無限の
価値がある。（ゲーテ）」みなさんは今年最後の月をどのようにお過ごしになりますか。
▼予科練平和記念館ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

■元予科練生による講演会開催
戸張礼記氏は甲飛 14期生として土浦海軍航空隊に入隊、終戦時には大湊海兵団（青森）で上陸しようとする戦車の

下に爆雷を抱えて飛び込む訓練をしておられました。戦後、教員をお務めになった戸張氏から、戦争のない社会を引
き継ごうとする私たちへメッセージをいただきます。
▼日時：12 月 16日（日）　午後 2時から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼講師：戸張礼記氏（元甲飛 14期生／予科練平和記念館歴史調査委員）
▼観覧料：常設展観覧チケットが必要です
▼その他：講演終了後に琴の演奏会があります

■企画展『甲飛14期生～特攻が始まった年の入隊者たち～』
開催中
予科練の甲種第 14期生は昭和 19（1944）年から入隊を開始しますが、ほ

かの期をしのぐ４万人を超える入隊者を数えています。しかし、戦局の悪化に
ともなって教育は途中で中止となり、さまざまな特攻兵器の要員として訓練を
受けることになります。資料をもとに、14期生の意味を考える展示です。
▼期日：平成 25年 3月 31日（日）まで
▼場所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：常設展観覧チケットでご覧いただけます ▲予科練生のノート

■大人のための朗読会「加奈の小さなおはなし会」開催
元茨城放送アナウンサーであみ大使の藤田加奈子さんによる大人のための朗読会で

す。午後のひととき、暖かい館内で心に響く朗読の世界をお楽しみください。
▼期日：平成 25年 2月 16日（土）
▼時間：午後 1時 30分から　※約 1時間
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼参加料：無料
▼その他：直接会場へお越しください

■中学生の職業体験を実施しました
8 月から 10月に、中学 2年生を対象とした職業体験学習を行いました。今年度は

竹来中学校・土浦市立都和中学校・美浦村立美浦中学校の 3校計 13人を受け入れまし
た。展示室内でお客さまを案内したり、実際の資料を扱ったりと、普段の学生生活に
はない仕事で緊張したようですが、全員がそれぞれ一生懸命に取組んでいました。体
験終了後には修了証を交付しました。

▲前回の様子
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等
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
他
の
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
、
う
ず
ら
出
張
所
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
、
図
書
館
、
中
央
・
君
原
・
か
す
み
の
各
公
民
館
、
本
郷
・
舟
島
の
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
総
合
保
健
福
祉
会
館
の
各
施
設
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
修
正
を

加
え
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
町
長
へ
の
手
紙
』
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
提
案
と
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
広
聴
係

☎
8
8
8
ー
1
1
1
1（
2
8
1
）

い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま
で
は

致
し
方
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
実

際
に
は
、
土
日
の
夕
方
の
時
間
帯

な
ど
、
コ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
は
、
直
前

に
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
し
で

キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
る
た
め
、
と
り

あ
え
ず
予
約
を
入
れ
て
お
い
て
直

前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
人
が
い
る

か
ら
で
、
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
の

施
設
が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い

結
果
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。悪

天
候
の
場
合
は
と
も
か
く
、

直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
徴
収
し
た
り
、
何
度
も

キ
ャ
ン
セ
ル
を
す
る
団
体
に
は
何

ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
与
え
た

り
す
る
な
ど
、
施
設
が
有
効
利
用

で
き
る
方
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。

【
回
答
】

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
予
約

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
で
あ
り
、
人
気
の
施

設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
し

や
す
い
曜
日
・
時
間
帯
で
は
、
予

約
開
始
日
で
あ
る
利
用
日
1
か
月

前
の
日
付
が
変
わ
る
と
同
時
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
予
約
が
入

っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
予
約
が

取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
予
約
状
況
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
キ
ャ
ン

セ
ル
で
施
設
が
利
用
さ
れ
な
い
こ
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ちょうちょうへのてがみ

お
ふりがな
名前

電話番号

阿見町 性　別 男 ・ 女
年　齢 歳

必要 ・ 不要

ご住所

ご職業

回答が必要ですか

の　り　し　ろ

の　り　し　ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

※この欄には何も記載しないでください

「町長への手紙」　皆さんのご意見をお寄せください
町では、『住みよいまちづくり』をより多くの町民の皆さんと一緒になって進めていくために、町政に対し

て「私はこういう考えをもっている」「こうしてほしい」など、日ごろ思っているご意見やご提案をいただき
たいと考えています。寄せられたご意見やご提案は、すべて町長が拝見し、必要に応じて回答を差し上げると
ともに、今後の町政運営の参考とさせていただきます。
手紙は、電子メールやファクシミリでも受付しています。ご意見などをお寄せいただく際は、住所・氏名・

電話番号ーなどをご記入の上、送付くださるようお願いします。
なお、お寄せいただいたご意見などは、プライバシーに配慮し、内容の要旨のみを広報紙・ホームページな

どで公表させていただく場合があります。
　　　　　阿見町長



〈 折 れ 線 〉

～町長への手紙を送るには～
●郵　　　送	 この用紙は、切手不要の便せんとなっています。用紙を切り取りあて先が表になるように折

りたたんで「のりしろ」の部分にのりづけして郵送してください
●投かん箱 	 役場正面玄関ロビー、うずら出張所、福祉センターまほろば、図書館、中央・君原・かすみ

の各公民館、本郷・舟島の各ふれあいセンター、総合保健福祉会館ーの各施設に、用紙と
投かん箱が備え付けてあります。用紙に必要事項記入の上、投かん箱に投かんしてください

●ファクシミリ	 用紙に必要事項記入の上、ファクシミリで下記に送付してください
●電子メール	 町ホームページ>町長の部屋>『町長への手紙』を参照し、送信してください
●問い合わせ	 秘書課広聴係☎888ー1111（281）ＦＡＸ 887ー9560
	 ▼ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/▼Eメール：tegami@town.ami.lg.jp



23　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■まい・あみ・まつり2012　収支決算内訳
●対象期間　平成 23年 11 月 1日〜平成 24 年 10 月 31 日（単位：円）

▼収入ー支出＝1,646,789円は、運営資金として来期へ繰り越します

御お

礼
の
挨あ
い
さ
つ拶

ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
2
0
1
2

実
行
委
員
長
　
飯
野
　
一
義

第
23
回
「
ま
い・あ
み・ま
つ
り
」

は
、『
明
日
に
つ
な
ぐ
笑
顔
と
絆
』

を
テ
ー
マ
に
、
町
民
す
べ
て
の
人

が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
に
は
笑
顔
を
あ
た
え
る
た
め
に

ア
ミ
ゴ
ン
復
活
を
、
お
年
寄
り
に

は
昔
懐
か
し
旧
阿
見
音
頭
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。

元
気
な
阿
見
町
、
活
力
の
あ
る

阿
見
町
、
笑
顔
の
あ
る
阿
見
町
を

目
指
し
て
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
一
同

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

4
日
・
5
日
の
二
日
間
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
6
万

人
の
来
場
者
が
「
ま
い
・
あ
み
・
ま

つ
り
」
に
来
て
い
た
だ
き
、
素
晴

ら
し
い
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
年
に
一
度
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の

ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
企
業
・
団

まい・あみ・まつり　けっさん

■『まい・あみ・まつり2013』実行委員募集
『まい・あみ・まつり 2013』の実行委員会を間もなく立ち上げ
ます。楽しいまつりにするためのアイデアなど、皆さんのご意
見をぜひお寄せください。合わせて、まい・あみ・まつりを支え
てくれる『お祭りが大好きな仲間』も募集しています。ご希望の
人は、1月末までに下記へご連絡ください。
●問い合わせ　〒 300ー0392　阿見町中央 1ー1ー1 役場内
『まい・あみ・まつり事務局』☎888ー1111（173）

体
・
個
人
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
が
年
に
一
度
心

を
一
つ
に
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
素
晴
ら
し
い
「
ま
い
・
あ
み
・

ま
つ
り
」
が
、
こ
の
先
も
姿
か
た

ち
は
変
わ
っ
て
も
永
遠
と
続
く
こ

と
を
願
い
、
来
年
も
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
願
い
た
し
ま
し

て
御
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▼まいあみ基金の状況
今期末残高 1,503,966 円



■

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
受
賞

「
第
29
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
中
学
生
の
部
で
、

竹
来
中
3
年
の
今
谷
波
瑠
奈
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
谷
さ
ん
が
2
年
生
の
と
き
に

描
い
た
こ
の
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
に

採
用
さ
れ
、
県
内
公
共
施
設
な
ど

に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
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まちのできごと

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

10 月 15日

10月 28日

■

体
操
の
国
際
大
会

ゆ
か
種
目
で
優
勝

9
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た

「
第
27
回
男
子
体
操
・
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

ー
ス
国
際
大
会
」
で
、
竹
来
中
3

年
の
山
﨑
広
輝
さ
ん
が
種
目
別
ゆ

か
で
優
勝
、
跳
馬
で
第
3
位
、
平

行
棒
で
第
5
位
、
ま
た
個
人
総
合

で
第
5
位
入
賞
と
い
う
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

■

保
育
所
・
児
童
館
児
童
が

『
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
』体
験

10
月
15
日
〜
17
日
、
若
栗
地
内

に
お
い
て
町
農
業
委
員
会
が
『
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
』
を
主
催
し
、
町

内
保
育
所
・
児
童
館
の
児
童
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
だ

そ
う
と
、
み
ん
な
で
競
う
よ
う
に

一
生
懸
命
土
を
掘
り
、
大
き
く
育

っ
た
明
る
い
紫
色
の
サ
ツ
マ
イ
モ

が
土
か
ら
顔
を
出
す
と
、
畑
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、
児

童
た
ち
に
喜
び
の
表
情
が
広
が
り

ま
し
た
。

■

さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
で

健
康
標
語
の
表
彰
・
展
示

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
健
康
的
な
生
活

習
慣
の
実
践
を
応
援
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
町
内
の
小
学
校
5
・
6

年
生
の
親
子
を
対
象
に
『
親
子
で

つ
く
る
健
康
標
語
』
を
募
集
し
、
最

優
秀
賞
1
人
・
優
秀
賞
4
人
・
入
選

10
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
者

に
は
『
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
』
の
展
示

会
場
で
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
：「
健
康
は　

家
族

み
ん
な
の　

宝
物
」（
宮
本
芽
衣

さ
ん
／
舟
島
小
5
年
）

10 月 15日～ 17日

〈広告欄〉

10月 21日

■

三
区
上
地
区
で

防
災
訓
練
を
実
施

10
月
21
日
、
三
区
上
地
区
に
お

い
て
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
中
学
生
も
参
加
し
、

避
難
訓
練
や
心
肺
蘇
生
の
実
技
を

含
む
救
急
救
命
訓
練
、
給
食
給
水

訓
練
と
し
て
炊
き
出
し
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

10 月 15日
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ねんまつねんしのぎょうむ

■
町
施
設

●
役
場
・
う
ず
ら
出
張
所
・
総
合
保
健

福
祉
会
館
・
水
道
事
務
所

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

※
12
月
29
日（
土
）〜
1
月
3
日（
木
）

ま
で
は
閉
庁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
届
な
ど

は
、
役
場
で
日
直
が
受
付
し
ま
す

▼
問
合
せ	

▼
役
場
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
▽
総
務
課
（
2
1
3
）

▽
町
民
課
（
1
2
2
）▽
収
納
課

（
1
4
6
）▼
う
ず
ら
出
張
所
☎

8
4
1
ー

1
1
6
7
▼
総
合
保
健

福
祉
会
館
☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

▼
水
道
事
務
所
☎
8
8
9
ー

5
1
5
1

●
保
育
所
・
児
童
館
・
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

児
童
福
祉
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
1
6
7
）

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば

▼
年
末	

12
月
27
日（
木
）ま
で

▼
年
始	

1
月
5
日（
土
）か
ら

▼
問
合
せ	

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ

ば
☎
8
8
7
ー

3
9
6
9

●
図
書
館

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

図
書
館
☎
8
8
7
ー

6
3
3
1

●
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
町

民
体
育
館

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

▼
中
央
公
民
館
☎

8
8
8
ー

2
5
2
6
▼
君
原
公
民

館
☎
8
8
9
ー

1
3
6
3
▼
か
す

み
公
民
館
☎
8
8
8
ー

8
1
1
1

▼
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎

8
3
0
ー

5
1
0
0
▼
舟
島
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
8
4
0
ー

2
7
6
1

●
総
合
運
動
公
園

▼
年
末	
12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	
1
月
4
日（
金
）か
ら

※
芝
の
管
理
（
養
生
な
ど
）
の
た
め
、

町
民
球
場
・
野
球
場
・
多
目
的
広
場

お
よ
び
陸
上
競
技
場
（
フ
ィ
ー
ル

ド
内
）
は
、
12
月
10
日（
月
）〜
平

成
25
年
2
月
28
日（
木
）ま
で
貸
し

出
し
を
中
止
し
ま
す

▼
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
3
2
8
）

●
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
園

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

8
8
8
ー

1
2
2
5

●
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎

8
8
8
ー

2
0
5
1

●
予
科
練
平
和
記
念
館

▼
年
末	

12
月
28
日（
金
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
問
合
せ	

予
科
練
平
和
記
念
館
☎

8
9
1
ー

3
3
4
4

■
町
以
外

●
う
し
く
あ
み
斎
場

▼
年
末	

12
月
31
日（
月
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

※
12
月
31
日（
月
）は
、
予
約
・
火
葬
・

告
別
式
の
み
行
い
ま
す

▼
問
合
せ	

う
し
く
あ
み
斎
場
☎

8
3
0
ー

9
8
8
8

■
衛
生
業
務

●
霞
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▼
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み

▼
年
末	

12
月
19
日（
水
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

※
年
末
は
電
話
が
か
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

※
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申

し
込
み
後
、
粗
大
ご
み
ス
テ
ッ
カ

ー
を
購
入
し
、
品
物
に
貼
っ
て
く

だ
さ
い

▼
ご
み
（
粗
大
ご
み
を
含
む
）
の
直

接
搬
入

▼
年
末	

12
月
29
日（
土
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

▼
月
〜
金
曜
日
：
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
土
曜
日
：
午
前
9
時
〜
11
時　

※

12
月
29
日（
土
）の
み
、
午
前
9
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る

だ
け
最
終
日
（
29
日
）
付
近
を
避

け
て
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

※
50	

kg
ま
で
は
無
料
。
50	

kg
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
は
、
10	

kg
あ
た
り

1
5
0
円
の
処
理
手
数
料
が
必
要

と
な
り
ま
す

▼
ご
み
収
集
業
務

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り

で
す
。
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
指
定

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
末	

12
月
29
日（
土
）ま
で

▼
年
始	

1
月
4
日（
金
）か
ら

※
12
月
29
日（
土
）・
1
月
4
日（
金
）

は
、
全
地
区
『
燃
え
る
ご
み
』
の

み
回
収
し
ま
す

※
年
始
は
1
月
5
日（
土
）か
ら
平
常

業
務
と
な
り
ま
す

※
集
積
所
付
近
に
お
住
ま
い
の
人
の

ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
休
業

期
間
中
は
絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

霞
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
9
ー

0
0
9
1

◇　
　

◇　
　

◇

●
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
く
み
取
り
の

電
話
申
し
込
み

12
月
14
日（
金
）ま
で
に
業
者
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
始
は
1
月

4
日（
金
）か
ら
受
付
し
ま
す
。

な
お
、
処
理
場
（
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
）
に
つ
い
て
は
、
年
末
は
12

月
28
日（
金
）ま
で
、
年
始
は
1
月
4

日（
金
）か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ	

▼
黄
金
開
発
☎
8
8
7

ー

0
2
0
9
▼
カ
ス
ミ
衛
生
☎

8
8
7
ー

0
8
0
8

年
末
年
始
の
業
務

〈広告欄〉
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■
公
募
委
員
募
集

●
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員

町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
当

該
委
員
の
一
部
を
選
出
し
ま
す
。

こ
の
審
査
会
は
、
情
報
公
開
制
度

ま
た
は
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ

き
、
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
ま

た
は
審
査
会
の
意
見
を
聴
く
必
要
が

生
じ
た
場
合
に
、
町
長
等
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

▼
委
員
の
職
務	

情
報
公
開
制
度
ま

た
は
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ

く
調
査
・
審
議
。
守
秘
義
務
を
負
う

▼
任
期	

平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平

成
28
年
3
月
31
日
ま
で

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
条
件	

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
▼
町
内
在
住
で
選
挙
権

を
有
す
る
▼
平
日
に
開
催
す
る
審

査
会
に
出
席
で
き
る
▼
町
職
員
・

議
員
お
よ
び
町
の
ほ
か
の
審
議
会

等
の
委
員
で
は
な
い

●
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

町
政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
当
該
委
員
の
一
部

を
選
出
し
ま
す
。

こ
の
審
査
会
は
、
町
長
等
お
よ
び

議
員
が
政
治
倫
理
基
準
ま
た
は
遵
守

事
項
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る

場
合
ま
た
は
町
民
か
ら
調
査
請
求
が

あ
っ
た
場
合
に
、
当
該
事
実
の
調
査

等
を
行
い
、
政
治
倫
理
の
確
立
の
た

め
適
切
な
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
委
員
の
職
務	

政
治
倫
理
確
立
の

た
め
の
調
査
お
よ
び
審
査
。
守
秘

義
務
を
負
う

▼
任
期	

平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で

▼
募
集
人
数	

2
人

▼
応
募
条
件	

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
▼
町
内
在
住
で
選
挙
権

を
有
す
る
▼
平
日
に
開
催
す
る
審

査
会
に
出
席
で
き
る
▼
町
職
員
・

議
員
お
よ
び
町
の
ほ
か
の
審
議
会

等
の
委
員
で
は
な
い
▼
町
長
等
お

よ
び
議
員
の
2
親
等
以
内
の
親
族

ま
た
は
同
居
の
親
族
で
は
な
い

●
報
酬
等	

条
例
で
定
め
る
額
（
報

酬
日
額
5
3
0
0
円
、
費
用
弁
償

7
0
0
円
）

●
応
募
期
間	

12
月
25
日（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
応
募
方
法	

ま
ず
は
、
左
記
ま
で

連
絡
す
る
。
折
り
返
し
送
付
さ
れ

る
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
応
募

の
動
機
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
す
る

●
選
考
方
法	

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
選

考
（
選
考
後
に
結
果
を
通
知
）

●
問
合
せ	

総
務
課
文
書
法
制
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
4
）

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

●
『
歳
末
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』
参
加

者
募
集

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
・
保
護

者
同
士
の
親
睦
の
機
会
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時	

12
月
15
日（
土
）午
前
9
時

30
分
か
ら
（
受
付
：
9
時
か
ら
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

▼
午
前
10
時
か
ら
：
ス
カ

イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
見
学
（
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
姿
で
空
か
ら
降
下
し
、

子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
ま
す
。
強
風
・
雨
天
時
中
止
）

▼
10
時
30
分
か
ら
：
❶
ミ
ニ
S
L・

新
幹
線
に
乗
ろ
う（
雨
天
時
中
止
）

❷
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
コ
ー
ナ

ー
❸
お
か
い
も
の
ゲ
ー
ム
、
わ

た
が
し
・
軽
食
等
配
布
コ
ー
ナ
ー

▼
午
後
0
時
30
分
：
閉
会

▼
対
象	

町
内
在
住
の
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
募
集
人
数	

3
0
0
人
（
定
員
で

締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

12
月
7
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
『
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
』

参
加
者
募
集

▼
期
日	

12
月
18
日（
火
）

▼
時
間	

午
後
7
時
〜
8
時
50
分

（
受
付
：
6
時
30
分
〜
6
時
50
分
）

▼
場
所	

ベ
ル
・
ザ
・
ク
ラ
ス
（
牛
久

市
ひ
た
ち
野
西
）

▼
対
象	

20
歳
〜
49
歳
の
独
身
男
女

▼
募
集
人
数	

男
女
各
25
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料	

▼
男
性
：
5
5
0
0
円

▼
女
性
：
3
0
0
0
円
（
ハ
ッ
ピ

ー
チ
ャ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員
の
人
、

ま
た
は
今
回
会
員
登
録
す
る
人
は

5
0
0
円
割
引
）　

※
当
日
集
金
。

12
月
15
日（
土
）か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

料
（
全
額
）
が
発
生

▼
申
込
期
間	

12
月
10
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
身
分
証
明
書
の

コ
ピ
ー
を
添
え
て
左
記
に
申
し
込

む
。
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
E
メ

ー
ル
可　

※
申
込
書
は
町
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.am
ishakyo.

or.jp/

）
に
掲
載

●
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1

阿
見
町
阿
見
4
6
7
1
ー

1
町
社

会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係
☎

8
8
7
ー

0
0
8
4
ＦＡＸ
8
8
7
ー

9
9
3
4
▼
E
メ
ー
ル
：fureai@

am
ishakyo.or.jp

おしらせ
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■
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点
は
12
月

31
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ	

総
務
課
統
計
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
5
）

■
『
患
者
等
搬
送
事
業
』
の

認
定
を
行
い
ま
し
た

緊
急
性
の
少
な
い
人
の
入
退
院
・

通
院
・
転
院
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の

送
迎
時
等
に
移
動
手
段
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
『
患
者
等
搬
送
事
業
』

と
い
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
利
用
者
の
安
全

と
利
便
を
確
保
す
る
た
め
、
基
準
を

満
た
し
た
事
業
者
に
対
し
て
認
定
を

行
っ
て
お
り
、
10
月
に
左
記
の
事
業

者
を
認
定
し
ま
し
た
。

こ
の
介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
車
い
す

や
寝
台
車
に
対
応
し
て
お
り
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
（
有
料
）。
利
用
方
法
や
料
金
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
事

業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
者	

つ
く
ば
ね
介
護
タ
ク
シ
ー

▼
住
所	

阿
見
町
鈴
木
2
3
ー

1
9

▼
電
話
番
号	

0
1
2
0
ー

3
0
9
ー

2
9
8

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	

http://w
w
w
2.

tbb.t-com
.ne.jp/tukubane/

index.htm
l

▼
問
合
せ	

消
防
本
部
警
防
課
☎

8
8
7
ー

0
1
1
9

■
青
色
決
算
説
明
会
開
催

税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
人

の
青
色
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成

に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、
当

日
会
場
で
配
布
し
、
講
師
は
税
務
署

が
依
頼
し
た
税
理
士
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
所
得
関
係

▼
期
日	

❶
12
月
11
日（
火
）❷
18
日

（
火
）❸
20
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所	

❶
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎

（
取
手
市
藤
代
）❷
龍
ケ
崎
市
文
化

会
館
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
）❸
牛
久

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
牛

久
市
柏
田
町
）

▼
農
業
所
得
関
係

▼
期
日	

12
月
13
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所	

竜
ケ
崎
税
務
署
（
龍
ケ
崎

市
川
原
代
町
）

▼
問
合
せ	

竜
ケ
崎
税
務
署
個
人
課

税
部
門
☎
0
2
9
7
ー

6
0
ー

2
0
2
9

〈広告欄〉

●民間事業者との協働の発行とは
これは官民協働事業として、行政の財政負担を伴わ
ない行政情報の発信と地域事業者の情報提供により、
地域の発展と活性化をめざして発行するものです。
町は行政情報を提供し、冊子に有料広告の掲載を認
め、協働発行事業者がその広告収入で、制作と発行の
経費を賄う、新たな発行形態です。

『暮らしの便利帳』（第 2版）の発行について

●『暮らしの便利帳』はどんな内容ですか
▼全ページフルカラーで、各種制度や相談などの行
政サービス情報や行政サービスに関連する民間事
業者のサービス等を掲載
▼歴史・文化・特産品など、阿見町に関連する地域情
報も充実

町では、行政サービス情報と地域に関する情報を一冊にまとめた地域情報紙、阿見町『暮らしの便利帳』（第 2版）
を民間事業者（株式会社サイネックス／本社：大阪市）と協働で、当初は平成 24年 12月に発行する予定でしたが、
平成 25年 1月発行予定に変更になりました。ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。
この『暮らしの便利帳』は、全世帯に配布し、保存版として広く町民の皆さまに利用していただくものです。

問い合わせ　▼役場秘書課広報係　☎888ー1111（283）
　　　　　　▼株式会社サイネックス土浦支店　☎823ー2388

※株式会社サイネックスは、電話帳の発行などのプリントメディア事業・IT メディア事業を展開している事業者です



広報あみ　通巻 621 号　発行／阿見町　編集／秘書課　〒 300ー0392　茨城県稲敷郡阿見町中央一丁目 1番１号　☎ 029ー888ー1111	 28

消防本部調べ
出場件数 24件（＋11）

※救急車の適正な利用をお願
いします

軽　　傷 26人（＋17)
中　　傷 2人（－ 2)
重　　傷 0人（－ 1)
死　　亡 0人（± 0)
合　　計 	28 人（＋14)

交通事故発生状況　10月（前月比）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。下記公
共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、うずら出張
所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、中央・かすみ・君原の各
公民館、本郷・舟島の各ふれあいセンター、予科練平和記念館、町
民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の各郵便局、常陽
銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行阿見・荒川本郷の各支店、水戸
信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支店

●公共機関電話番号●
こまったときは
●定例相談●

人権相談／行政相談
日　　時	 ❶ 12 月 6日（木）❷ 1 月 10日（木）

午前 10時～午後 3時
場　　所	 役場 3階 305 会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）

子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター

☎ 891ー2772

教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9時～午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225

心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月1回午後1時～3時30分（毎週

水曜日の心配ごと相談で要予約）
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

結婚相談
日　　時	 第 2・第 4土曜日 午後 1時～ 4時
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日

午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター

☎ 887ー8124

消費者相談
日　　時	 月～金曜日

午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ－
問い合わせ	 町消費生活センタ－☎ 888ー1871

交通事故相談
日　　時	 月～金曜日

午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4
時 45分

弁護士相談	 水曜日　午後 1時～ 4時［要予約］
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所

☎ 823ー1123

役場	
☎ 888ー1111
うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
障害福祉課	
☎ 888ー2943
水道課	
☎ 889ー5151
下水道課	
☎ 829ー5500
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
消防本部	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 887ー2600

中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111
本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
学校給食センター	
☎ 887ー1430
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969

総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
消費生活センター	
☎ 888ー1871
社会福祉協議会	
☎ 887ー0084
シルバー人材センター	
☎ 888ー2036
うしくあみ斎場	
☎ 830ー9888
町民ダイヤル（休日
当番医・定例相談等の
テレホンサービス）
☎ 887ー6600

●人口と世帯●
●総人口	 47,757人 (＋ 28）
●男　性	 23,715人 (＋ 22）
●女　性	 24,042 人 ( ＋ 6）
●世帯数	 18,377 世帯	(＋ 39）

▽ 11月 1 日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総 務 課 調 べ

12 月の納税等
固定資産税（3期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（6期）
介護保険料（5期）
納期限 12月 25日（火）

	

1 月の納税等
町県民税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（7期）
納期限 1月 31日（木）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります
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